
当医院からのご案内 

◆当医院は、以下の施設基準等に適合している旨、厚生労働省地方厚生(支)局に届

出を行っています。 

□(歯初診)第 2948号 歯科初診料の注 1 に規定する基準

歯科外来診療における院内感染予防対策に十分な体制の整備、十分な機能を融資、研修を

受けた歯科医師が常勤しております。 

□（外安全 1）第 2289号 歯科外来診療医療安全対策加算 1

歯科診療時の偶発症などの緊急時の対応としての装置・器具の設置などの取り組みを

行っております。

 ※下記の病院と連携し、緊急時の体制を整えています。 
緊急時連絡先：公益社団法人日本海員掖済会 小樽掖済会病院
電話番号： 0134-24-0325 

□（外感染 1）第 2289号 歯科外来診療感染対策加算 1

歯科診療時の院内感染対策などの対応としての装置・器具の設置などの取り組みを行って

おります。 

□ (医管) 第 1001号 歯科治療時医療管理料

歯科診療にあたり、他科の主治医や病院と連携し、全身的な管理体制をとることができます。 

□（口管強）第 1005号 口腔管理体制強化加算

乳幼児期から高齢期までのライフコースを通した継続的・定期的な口腔管理によって、歯科

疾患の重症化予防に取り組んでおります。 

□（医療 DX）第 1488号 医療 DX推進のための体制整備

当院はオンライン資格確認により取得した診療情報を診察室で閲覧・活用できる体制を整え

ています。 

また、電子処方箋および診療情報共有サービスの導入により、質の高い診療を実施するた

めの十分な情報を取得・活用して診療を行っています。 



□（歯援診２）第 1008号 在宅療養支援歯科診療所２

在宅等の療養に関して歯科医療面から支援できる体制等を確保しております。 

□（在歯管）第 317号 在宅患者歯科治療時医療管理料

訪問診療を行った患者さんに対して、歯科治療時における全身状態の変化を把握して必要

な医学管理を行っております。 

□(歯訪診) 第 2100号 歯科訪問診療料の注 13 に規定する基準

在宅で療養されている患者さんへの診療を行っています。 

□（咀嚼能力）第 692号 有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査

咀嚼能率測定用のグルコース分析装置を備えています。 

□(手顕微加) 第 341号 手術用顕微鏡

手術用顕微鏡を備えています。 

□（口腔粘膜）第 926号 口腔粘膜処置

口腔内の軟組織の切開、止血、凝固及び蒸散を行うことが可能なレーザー機器を備えていま

す。 

□（う蝕無痛）第 281号 う蝕歯無痛的窩洞形成加算

無痛的に充填のためのう蝕の除去及び窩洞形成が可能なレーザー機器を備えています。 

□（歯技連２）第 188号 歯科技工士連携加算２

他の歯科技工所と情報通信機器を用いて連携しています。 

□（光印象）第 409号 光学印象

デジタル印象採得装置を用いて、印象採得及び咬合採得を行っています。 



□（歯ＣＡＤ）第 4808号 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

歯冠補綴物の設計・製作に要するコンピュ－タ支援設計・製造ユニット（歯科用ＣＡＤ／ＣＡＭ

装置）を用いて、歯冠補綴物を設計・製作します。 

□（手術歯根）第 200号 手術時歯根面レーザー応用加算

手術用顕微鏡を用いて歯根端切除手術を行います。 

□（根切顕微）第 329号 歯根端切除手術の注３

手術用顕微鏡を用いて歯根端切除手術を行います。 

□（手光機）第 875号 レーザー機器加算

口腔内の軟組織の切開、止血、凝固及び蒸散を行うことが可能なレーザー機器を備えていま

す。 

□（補管）第 6286号 クラウン・ブリッジ維持管理料

装着した冠・ブリッジについて、2年間の維持管理を行っています。 

医療法人社団 片桐歯科  管理者（院長）： 片桐 行英 




